
資料6－5

佐波川総合水系環境整備事業



【様式 1】 

 
河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 佐波
さ ば

川
がわ

総合水系環境整備事業 

実 施 箇 所 佐波川直轄管理区間 

当 該 基 準 社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要性が生じた事業

（整備区間の追加） 

事 業 諸 元 【水辺整備】 

①新橋
しんばし

箇所水辺整備［実施中］H25～ 
（国）河道整正、高水敷整正、河川管理用通路整備、法面整正、親水護岸整備 等
（市）多目的広場整備、トイレ整備、公園整備、通路照明改良 等 

②堀
ほり

箇所水辺整備［計画中］ 
親水護岸整備、坂路整備、階段整備、高水敷整正 

【自然再生】 
③佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）［計画中］ 

堰の段差解消 等 
【水環境】 

④島地
し ま ぢ

川
がわ

ダム貯水池水質保全 Ｈ18～Ｈ28［完了］ 
アオコ対策施設整備、水質自動観測施設整備、水質改善施設（重金属類）整備、
管理用発電施設整備 

※④はフォローアップ対象であり、費用および便益を全体事業の B/C へ計上 

事 業 期 間 平成 18 年度～平成 41 年度 

総 事 業 費 16.9 億円（うち国整備分 14.5 億
円、市整備分 2.4 億円） 

残事業費 6.0 億円（うち国整備分 4.6 億円、
市整備分 1.4 億円） 

目 的 ・ 必 要 性 ・佐波川は、その源を島根県境の三
み

ツ
つ

ヶ
が

峰
みね

（標高 970m）に発し、周防灘
す お う な だ

に注ぐ幹
線流路延長 56km、流域面積 460km2 の一級河川である。 
・支川の島地川にある島地川ダムは平成２年度から夏季を中心に「アオコ」が発生
し景観障害を起こしており、アオコの発生を抑制する施設による対策を実施してい
る。また、環境基準値を超える重金属類が検出されているため、水質改善施設によ
る対策を実施している。 
・動植物の生息・生育環境については、アユやウグイ等の多様な魚類が生息する良
好な環境がある一方で、魚類等の遡上環境を阻害している段差の大きい堰も存在し
ている。 
・河道内の高水敷には、公園、運動場、自転車道が整備され、多くの人々が利用し、
都市の中の身近な自然として市民の憩いの場もある一方、樹木繁茂や急勾配の護岸
により、安全に水辺を利用できない箇所もある。 
以上の状況より、自然再生・水辺整備を実施する必要がある。 
 

【水辺整備】 

《新橋箇所水辺整備》新橋箇所は防府
ほ う ふ

市街地に近く、高水敷は自転車道や緑地が整

備されており、散策等多くの市民に利用されている。周辺には小中学校があり、水

際に近づける箇所では子どもたちが水遊びをしている姿等も見られるが、全体的に

砂州の上昇や樹林化の進行によって、“水面が見えない”“安全に水辺に近づける箇

所が少ない”等の問題が生じている箇所が多いため、河道や高水敷、親水護岸等の

整備を実施する。 

《堀箇所水辺整備》堀箇所は山口市徳地
と く ぢ

の中心部に位置し、佐波川と島地川に接し

ている。堤防上の河川管理用通路では、散策等多くの市民に利用されている。周辺

には小中学校があるため、地域住民や子供たちの利用が期待できる箇所であるが、

現状では急勾配な護岸であり階段等も整備されておらず、安全に水辺に近づけない

状況であるため、地域住民や子どもたちが安全に水辺に近づき、環境学習や川遊び

等で利用できるよう、階段、親水護岸等の整備を実施する。 

 

【自然再生】 
《佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）》佐波川には、川と海を回遊するアユ

やハゼ科等の魚類（回遊魚）が確認されている。また、佐波川では佐波川漁協によ

る稚鮎の放流が行われている。しかし、直轄管理区間内にある堰には、河道との段

差が大きい等により回遊魚等の移動に支障が生じている箇所がある。このため魚類

等の遡上環境の改善を目的とした河道掘削や整正を実施する。 
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【様式 1】 

 
便 益 の 主 な 根 拠 【水辺整備】 

・新橋箇所水辺整備ＣＶＭ 
全体事業：支払意思額 ＝ 349 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 49,609 世帯 

・堀箇所水辺整備ＣＶＭ 
全体事業：支払意思額 ＝ 279 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 1,723 世帯 

【自然再生】・佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）ＣＶＭ 
全体事業：支払意思額 ＝ 241 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 5,190 世帯 

【水環境】 ・島地川ダム貯水池水質保全ＣＶＭ 
全体事業：支払意思額 ＝ 367 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 20,602 世帯 

事 業 全 体 の 
投 資 効 率 性 

基準年度 平成 29 年度 

 Ｂ:総便益
（億円）

Ｃ:総費用
（億円）

Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ 
（億円）

ＥＩＲＲ 
（％）

全体 
事業 

総合水系環境整備事業 69.8 24.8 2.8 45.0 12.0 
（水環境） 27.0 16.3 1.7 10.7 8.7 
（水辺整備） 40.2 7.2 5.6 33.0 20.1 
（自然再生） 2.7 1.3 2.1 1.4 10.0 

残事業 総合水系環境整備事業 25.8 6.1 4.3 19.8 23.3 
（水環境） － － － － － 
（水辺整備） 23.1 4.8 4.8 18.4 25.6 
（自然再生） 2.7 1.3 2.1 1.4 10.0 

感 度 分 析  残事業（B/C） 全体事業（B/C） 
残事業費（＋10％～－10％） 4.0～4.6 2.8～2.9 
残工期（＋10％～－10％） 4.2～4.3 2.8～2.9 
便益（＋10％～－10％） 4.7～3.8 3.1～2.6 

事 業 の 効 果 等 【水辺整備】 
《新橋箇所水辺整備》 
・地域住民や子どもたちが安全に水辺に親しめる場や河川環境の保全等を学習でき

る場を創出する。 
・河川管理用通路の整備により散策やジョギング等で利用できるようになり、高水

敷の整備によりイベントやスポーツ等の利用ができる。また、親水護岸や水辺の
整備により、子どもたちが安全に環境学習や川遊び等をしやすくなる。 

《堀箇所水辺整備》 
・地域住民や子どもたちが安全に水際に近づき、河川環境の保全等を学習する場を

創出する。 
・整備により安全に水辺に近づけるようになり、地域住民や子どもたちが環境学習

や川遊び等で安全に利用できるようになる 
 
【自然再生】《佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）》 
・河道との段差が大きい堰などに回遊魚が移動しやすい整備を行う。 
・整備によりアユやハゼ科の魚類等の移動が可能となり生体系の保全が図られる。

社会情勢等の変化 ・佐波川流域の山口市、防府市、周南市の人口及び世帯数は大きな変化がない。 
・平成 25 年度より新橋箇所（防府市）において進めている水辺整備が地元住民を

中心に好評を得ており、環境整備の拡充を望む声が多く挙がっている。この高ま
る地元ニーズに対応するため、整備区間の追加による事業計画を変更する必要が
生じた。 

事 業 の 進 捗 状 況 ・新橋箇所では当初計画箇所が概ね完了し、地域住民により河川敷や河川管理用通
路等の利用が図られている。 

事業の進捗の見込み 【水辺整備】 
・新橋箇所水辺整備は、「かわまちづくり支援制度」を活用し、防府市と連携して地

元や関係機関の意見を取り入れながら事業を進めており、今後事業進捗する上で
支障はない。また、堀箇所水辺整備は、関係機関や住民等の意見を取り入れなが
ら協力体制を確立して事業を実施する予定である。また、水辺整備の要望は強く、
今後事業進捗する上で支障はない。 

 
【自然再生】 
・地域住民等から魚類等が遡上する環境整備の意見があり、今後事業進捗する上で

支障はない。 

コ ス ト 縮 減 や 
代替案立案の可能性 

【水辺整備】 
・河道の掘削土を盛土へ流用する等工事費の縮減を行う。また、維持管理について

地域住民との協力体制を構築し、コスト縮減に努める。 
【自然再生】 
・河道掘削により発生する土石により、安価で効果的な魚道改善手法の活用や既設

魚道の構造を極力利用する等により工事費の縮減に努める。 
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【様式 1】 

 
対応方針（原案） 継続 

対 応 方 針 理 由 ○以上より、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続が妥
当である。 

○今後の事業の実施にあたっては、地域住民等との協力体制を確立するとともに、
コスト縮減に取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行に努める。 

そ の 他 － 
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佐
波
川
総

合
水

系
環

境
整

備
事
業

佐
波
川
総

合
水

系
環

境
整

備
事
業

【
事

業
再

評
価

重
点

審
議

】
【
事

業
再

評
価

重
点

審
議

】

さ
ば

が
わ

国
土

交
通

省
中

国
地

方
整

備
局

平
成

２
９
年

１
２
月

１
日
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事
業
再
評
価
説
明
の
進
め
方

１
.
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

２
.
佐

波
川

流
域

の
概

要
と

河
川

環
境

に
関

す
る

現
状

と
課

題
・

目
標

３
.
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
（

全
体

）
の

事
業

箇
所

と
内

容

４
.
個

別
事

業
の

必
要

性
、

整
備

内
容

、
進

捗
の

見
込

み

５
.
費

用
便

益
分

析
結

果
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１
.
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
佐

波
川

流
域

の
山

口
市

、
防

府
市

、
周

南
市

の
人

口
お

よ
び

世
帯

数
は

大
き

な
変

化
は

な
か

っ
た

。
・

平
成

2
5

年
よ

り
新

橋
箇

所
（

防
府

市
）

に
お

い
て

進
め

て
い

る
水

辺
整

備
が

地
元

住
民

を
中

心
に

好
評

を
得

て
お

り
、

環
境

整
備

の
拡

充
を

望
む

声
が

多
く

挙
が

っ
て

い
る

。
こ

の
高

ま
る

地
元

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
整

備
区

間
の

追
加

に
よ

る
事

業
計

画
を

変
更

す
る

必
要

が
生

じ
た

。

・
水

辺
整

備
の

う
ち

新
橋

箇
所

水
辺

整
備

は
、

平
成

2
5

年
度

に
防

府
市

が
申

請
し

た
か

わ
ま

ち
づ

く
り

計
画

に
基

づ
き

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。

更
に

、
下

流
部

で
も

地
域

住
民

か
ら

水
辺

整
備

の
強

い
要

望
が

有
る

た
め

、
計

画
区

域
を

追
加

し
、

地
元

や
関

係
機

関
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

事
業

を
進

め
て

い
く

こ
と

に
し

て
お

り
、

今
後

事
業

進
捗

す
る

上
で

支
障

は
な

い
。

ま
た

、
堀

箇
所

水
辺

整
備

で
は

、
関

係
機

関
や

住
民

等
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

、
協

力
体

制
を

確
立

し
事

業
を

実
施

し
て

い
く

予
定

で
あ

り
、

地
域

の
河

川
利

用
に

資
す

る
水

辺
整

備
の

要
望

は
強

く
、

今
後

事
業

進
捗

す
る

上
で

支
障

は
な

い
。

・
自

然
再

生
に

つ
い

て
は

地
域

住
民

等
か

ら
魚

類
が

回
遊

す
る

環
境

整
備

の
要

望
が

あ
り

、
今

後
事

業
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

の
可

能
性

•
水

辺
整

備
に

つ
い

て
は

、
河

道
の

掘
削

土
を

盛
土

へ
流

用
す

る
等

工
事

費
の

縮
減

を
行

う
。

ま
た

、
維

持
管

理
に

つ
い

て
地

域
住

民
と

の
協

力
体

制
を

構
築

し
、

コ
ス

ト
縮

減
に

努
め

る
。

•
自

然
再

生
に

つ
い

て
は

、
河

道
掘

削
に

よ
り

発
生

す
る

土
石

に
よ

り
、

安
価

で
効

果
的

な
魚

道
改

善
手

法
の

活
用

や
既

設
魚

道
の

構
造

を
極

力
利

用
す

る
等

に
よ

り
工

事
費

の
縮

減
に

努
め

る
。

１
．

再
評

価
の

視
点

２
）

事
業

の
投

資
効

果

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

・
費

用
便

益
比

（
平

成
2

9
年

度
評

価
時

点
）

全
体

事
業

（
B

／
C

）
＝

2
.8

残
事

業
（

B
／

C
）

＝
4

.３

・
平

成
2

8
年

度
に

島
地

川
ダ

ム
貯

水
池

水
質

保
全

事
業

が
完

了
し

、
新

橋
箇

所
水

辺
整

備
の

当
初

計
画

箇
所

も
概

ね
完

成
予

定
で

あ
り

、
更

に
、

整
備

区
間

を
追

加
し

、
事

業
を

進
め

る
予

定
で

あ
る

。
ま

た
、

堀
箇

所
水

辺
整

備
、

佐
波

川
自

然
再

生
に

つ
い

て
は

、
現

在
計

画
中

で
あ

る
。

２
．

県
へ

の
意

見
照

会
結

果

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

の
視

点

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

○
以

上
よ

り
、

事
業

の
必

要
性

、
重

要
性

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
事

業
継

続
が

妥
当

で
あ

る
。

○
今

後
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

住
民

等
と

の
協

力
体

制
を

確
立

す
る

と
と

も
に

、
コ

ス
ト

縮
減

に
取

り
組

み
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
事

業
の

執
行

に
努

め
る

。

・
山

口
県

知
事

の
意

見
：

対
応

方
針

（
原

案
）

に
つ

い
て

、
異

存
な

し
。
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佐
波
川
流
域

２
.
佐
波
川
流
域
の
概
要

■
佐

波
川

は
、

そ
の

源
を

山
口

・
島

根
県

境
の

三
ツ

ヶ
峰

（
標

高
9

7
0

ｍ
）

に
発

し
、

山
間

峡
谷

部
を

流
れ

、
途

中
で

島
地

川
等

の
支

川
を

合
わ

せ
な

が
ら

防
府

市
の

市
街

地
北

部
を

流
れ

、
周

防
灘

に
注

ぐ
幹

線
流

路
延

長
5

6
ｋ

ｍ
、

流
域

面
積

4
6

0
ｋ

ｍ
2 の

一
級

河
川

で
あ

る
。

■
河

道
内

の
高

水
敷

や
ダ

ム
湖

周
辺

に
は

、
公

園
、

運
動

場
、

自
転

車
道

が
整

備
さ

れ
、

身
近

な
自

然
空

間
と

し
て

山
口

市
、

防
府

市
、

周
南

市
民

の

憩
い

の
場

と
な

っ
て

い
る

。

■
島

地
川

の
上

流
に

は
洪

水
調

節
、

河
川

環
境

の
保

全
、

都
市

用
水

の
供

給
を

目
的

と
し

た
国

管
理

の
多

目
的

ダ
ム

で
あ

る
「

島
地

川
ダ

ム
」

が
あ

る
。

（
昭

和
5

7
年

4
月

に
管

理
開

始
）

流
域

面
積

：
4

6
0

ｋ
ｍ

2

幹
川

流
路

延
長

：
5

6
ｋ

ｍ
山

地
面

積
比

率
：

約
9

0
％

流
域

内
人

口
：

約
3

万
人

島
根

県

鳥
取

県

岡
山

県

広
島

県

山
口

県

日
本

海

瀬
戸

内
海

N

● 防
府

市
役

所

【
島

地
川

ダ
ム

】
国

管
理

形
式

：
重

力
式

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ダ
ム

堤
高

：
8

9
ｍ

堤
頂

長
：

2
4

0
ｍ

集
水

面
積

：
3

2
k
m

２

管
理

開
始

：
昭

和
5

７
年

４
月

山
口

市
役

所
徳

地
総

合
支

所 ●

み
つ

が
み

ね
さ

ば
し

ま
ぢ

ほ
う

ふ
す

お
う

な
だ

し
ゅ

う
な

ん
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島
地

川
ダ

ム
湖

畔
で

の
水

遊
び

島
地

川
ダ

ム
湖

畔
で

の
キ

ャ
ン

プ

交
流

の
場

（
遊

々
か

わ
フ

ェ
ス

タ
）

①
新

橋
箇

所
は

、
河

川
敷

に
緑

地
公

園
や

散
策

が
可

能
な

通
路

が
整

備
さ

れ
、

堤
防

に
は

桜
や

芝
桜

の
植

栽
が

な
さ

れ
、

多
く

の
市

民
が

交
流

す
る

場

と
な

っ
て

い
る

が
、

川
の

中
に

木
が

繁
茂

し
、

水
面

が
見

え
な

い
、

安
全

に
水

辺
に

近
づ

け
る

箇
所

が
少

な
い

等
の

問
題

が
生

じ
て

い
る

。

②
堀

箇
所

は
、

堤
防

上
の

河
川

管
理

用
通

路
は

散
策

等
で

多
く

の
市

民
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

一
方

で
は

、
水

際
の

護
岸

が
急

勾
配

で
あ

り
階

段
等

も

整
備

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
安

全
に

水
辺

に
近

づ
け

な
い

状
況

で
あ

る
。

③
佐

波
川

に
は

、
川

と
海

を
回

遊
す

る
ア

ユ
や

ハ
ゼ

科
等

の
魚

類
の

種
（

回
遊

魚
）

が
い

る
が

、
直

轄
管

理
区

間
に

あ
る

堰
に

は
、

河
道

と
の

段
差

が
大

き
い

、

土
砂

が
堆

積
す

る
等

に
よ

り
回

遊
魚

等
の

移
動

に
支

障
が

生
じ

て
い

る
箇

所
が

あ
る

。

④
島

地
川

ダ
ム

の
湖

畔
は

水
遊

び
や

キ
ャ

ン
プ

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。

２
.
佐
波
川
流
域
の
河
川
環
境
に
関
す
る
現
状
と
課
題

● 防
府

市
役

所

新
橋

箇
所

堀
箇

所
●

山
口

市
役

所
徳

地
総

合
支

所

急
勾

配
な

護
岸

植
栽

さ
れ

堤
防

付
近

で
の

散
策

樹
林

化
し

た
河

川
敷

①

① ①

②

④ ④

③
③

河
道

と
の

段
差

が
大

き
い

堰
土

砂
が

堆
積

す
る

堰

し
ん

ば
し

ほ
り

凡
例

＝
利

用
状

況

＝
課

題
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２
.
佐
波
川
の
河
川
環
境
に
関
す
る
目
標

○
河

川
環

境
に

関
す

る
目

標
（

佐
波

川
水

系
河

川
整

備
計

画
（

国
管

理
区

間
）

抜
粋

）

－
川

の
流

れ
が

生
み

出
す

良
好

な
環

境
及

び
景

観
を

次
世

代
に

引
き

継
ぐ

－

誰
も

が
自

由
に

安
心

し
て

快
適

に
利

用
で

き
る

河
川

空
間

の
保

全
等

を
図

り
、

住
民

と
連

携
し

な
が

ら
、

佐
波

川
の

川
の

流
れ

が
生

み
出

す
良

好
な

環
境

及
び

景
観

を
次

世
代

に
引

き
継

ぐ
。

佐
波

川
が

有
す

る
動

植
物

の
生

息
・

生
育

・
繁

殖
環

境
の

維
持

・
保

全
等

に
努

め
る

。

◆
動

植
物

の
生

息
・

生
育

・
繁

殖
環

境
の

維
持

・
保

全
に

関
す

る
目

標

関
係

機
関

と
の

連
携

と
調

整
及

び
地

域
住

民
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

現
状

の
良

好
な

水
質

の
保

全
に

努
め

る
。

◆
良

好
な

水
質

の
保

全
に

関
す

る
目

標

関
係

自
治

体
の

ま
ち

づ
く

り
と

連
携

し
、

住
民

の
方

の
憩

い
の

場
と

し
て

安
心

し
て

快
適

に
利

用
で

き
る

河
川

空
間

の
形

成
・

維
持

に
努

め
る

。

◆
河

川
空

間
の

形
成

・
維

持
に

関
す

る
目

標
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３
.
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
（
全
体
）
の
事
業
箇
所
と
内
容

Ｎ
ｏ

事
業

名
市

事
業

年
度

事
業

内
容

事
業

費
(百

万
円

)
評

価
手

法
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

年
度

水
辺

整
備

新
橋

箇
所

水
辺

整
備

防
府

市

H
2

5
～

（
実

施
中

）

（
国

土
交

通
省

）
河

道
整

正
、

高
水

敷
整

正
、

河
川

管
理

用
通

路
整

備
、

法
面

整
正

、
親

水
護

岸
整

備
等

5
9

3
C

V
M

H
2

9

H
2

8
～

（
実

施
中

）

（
防

府
市

）
多

目
的

広
場

整
備

、
ト

イ
レ

整
備

、
公

園
整

備
、

通
路

照
明

改
良

等

水
辺

整
備

堀
箇

所
水

辺
整

備
山

口
市

（
計

画
中

）
親

水
護

岸
整

備
、

坂
路

整
備

、
階

段
整

備
、

高
水

敷
整

正
9

6
C

V
M

H
2

9

自
然

再
生

佐
波

川
自

然
再

生
（

魚
類

等
の

遡
上

環
境

の
改

善
）

山
口

市
、

防
府

市
（

計
画

中
）

堰
の

段
差

解
消

等
1

6
0

C
V

M
H

2
9

水
環

境
島

地
川

ダ
ム

貯
水

池
水

質
保

全
周

南
市

H
1

8
～

H
2

8
ア

オ
コ

対
策

施
設

整
備

、
水

質
自

動
観

測
施

設
整

備
、

水
質

改
善

施
設

（
重

金
属

類
）

整
備

、
管

理
用

発
電

施
設

整
備

8
4

1
C

V
M

完
了

凡
例

緑
：

計
画

中

赤
：

実
施

中

黒
：

完
了

赤
字

：
実

施
中

緑
字

：
計

画
中

黒
字

：
完

了
箇

所

防
府

市

周
南

市

山
口

市

JR
山

陽
本

線

③
佐

波
川

自
然

再
生

（
魚

類
等

の
遡

上
環

境
の

改
善

）

①
新

橋
箇

所
水

辺
整

備

②
堀

箇
所

水
辺

整
備

④
島

地
川

ダ
ム

貯
水

池
水

質
保

全

事
業

費
合

計
1

,6
9

0
百

万
円

1 2 3 4

瀬
戸

内
海
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①
新

橋
箇

所
で

は
、

平
成

2
5

年
に

防
府

市
が

申
請

し
た

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
に

基
づ

き
、

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。

②
下

流
部

で
も

地
域

住
民

か
ら

水
辺

整
備

の
強

い
要

望
が

有
る

た
め

、
か

わ
ま

ち
づ

く
り

計
画

を
変

更
し

、
水

辺
整

備
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

③
新

橋
箇

所
は

防
府

市
街

地
に

近
く

、
高

水
敷

は
自

転
車

道
や

緑
地

が
整

備
さ

れ
て

お
り

、
散

策
等

多
く

の
市

民
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
周

辺
に

は
小

中
学

校
が

あ
り

、
「

水
生

生
物

観
察

会
」

や
「

水
辺

安
全

講
座

」
が

行
わ

れ
て

い
る

。
他

に
も

、
「

遊
々

か
わ

フ
ェ

ス
タ

」
、

「
佐

波
川

つ
つ

じ
ま

つ
り

」
な

ど
の

イ
ベ

ン
ト

が
開

催
さ

れ
て

い
る

。
か

わ
ま

ち
づ

く
り

計
画

に
基

づ
く

水
辺

整
備

に
よ

り
、

利
用

者
の

利
便

性
・

安
全

性
・

ア
ク

セ
ス

の
向

上
に

よ
り

利
用

者
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

。

④
整

備
が

完
了

し
て

い
る

箇
所

は
多

く
の

方
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

一
方

で
、

安
全

に
水

辺
を

利
用

で
き

な
い

箇
所

も
残

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
継

続
的

な
整

備
が

望
ま

れ
て

い
る

。

⑤
事

業
計

画
は

、
防

府
市

と
関

係
自

治
会

、
地

元
団

体
に

よ
り

設
置

さ
れ

て
い

る
「

佐
波

川
か

わ
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
」

で
検

討
し

策
定

し
て

お
り

、
地

元
の

意
見

を
反

映
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
整

備
後

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
も

防
府

市
と

連
携

し
て

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

４
.
個
別
事
業
の
必
要
性
（
①
新
橋
箇
所
水
辺
整
備
）

①
【

水
辺

整
備

】
新

橋
箇

所
水

辺
整

備
（

実
施

中
）

河
川

の
利

用
状

況
公

園
の

利
用

状
況

佐
波

川
つ

つ
じ

ま
つ

り
水

辺
安

全
講

座
遊

々
か

わ
フ

ェ
ス

タ
水

生
生

物
観

察
会

①
現

在
の

利
用

状
況

②
整

備
完

了
箇

所
の

利
用

状
況

③
佐

波
川

か
わ

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

カ
ヌ

ー
教

室

佐
波

川
か

わ
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
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•
佐

波
川

新
橋

箇
所

に
お

い
て

、
H

2
5

年
よ

り
ま

ち
づ

く
り

と
一

体
と

な
っ

た
水

辺
整

備
を

進
め

て
い

る
が

、
多

く
の

人
に

利
用

さ
れ

て
お

り
好

評

で
あ

り
、

“
ジ

ョ
ギ

ン
グ

、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
等

の
利

用
が

し
や

す
く

な
っ

た
”

、
“

本
橋

下
流

の
芝

桜
が

と
て

も
綺

麗
”

と
い

う
意

見
が

あ
る

。

•
さ

ら
に

広
い

範
囲

（
特

に
新

橋
箇

所
の

下
流

）
を

整
備

し
、

“
佐

波
川

を
市

民
の

憩
い

の
場

と
し

て
ほ

し
い

”
、

“
佐

波
川

に
子

供
か

ら
お

年
寄

り

ま
で

安
全

に
楽

し
く

集
え

る
公

園
の

整
備

を
し

て
ほ

し
い

”
と

い
う

拡
充

を
求

め
る

声
が

高
ま

っ
て

い
る

。

•
高

ま
る

地
域

住
民

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
下

流
の

華
城

・
玉

祖
・

古
祖

原
地

区
を

一
体

し
て

整
備

を
す

る
こ

と
と

な
り

「
新

橋
地

区
か

わ
ま

ち
づ

く
り

」
の

整
備

区
間

を
追

加
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

４
.
個
別
事
業
の
必
要
性
（
①
新
橋
箇
所
水
辺
整
備
）

第
2

2
回

佐
波

川
つ

つ
じ

ま
つ

り
風

景

■
玉

祖
地

区

二
六

台
か

ら
の

眺
望

（
佐

波
川

、
大

崎
橋

を
望

む
）

「
佐

波
川

つ
つ

じ
ま

つ
り

」
等

で
利

用
さ

れ
て

い
る

高
水

敷
を

中
心

に
整

備

「
玉

祖
神

社
周

遊
コ

ー
ス

」
と

し
、

佐
波

川
、

玉
祖

神
社

、
二

六
台

を
一

体
と

し
て

整
備

佐
波

川
カ

ヌ
ー

練
習

風
景

カ
ヌ

ー
練

習
場

と
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

に
、

低
水

護
岸

に
階

段
や

ス
ロ

ー
プ

等
の

親
水

施
設

を
整

備

◆
「

か
わ

ま
ち

づ
く

り
」

整
備

区
間

の
追

加

は
な

ぎ
た

ま
の

お
や

「
か

わ
ま

ち
づ

く
り

」
整

備
区

間
の

追
加

地
区

こ
そ

ば
ら

新
橋

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
範

囲

整
備

区
間

の
追

加
範

囲

新
橋

地
区

玉
祖

地
区

華
城

地
区

古
祖

原
地

区

■
古

祖
原

地
区

■
華

城
地

区

市
内

の
近

く
の

下
流

の
整

備
を

行
い

、
子

供
か

ら
老

人
が

安
心

し
て

く
つ

ろ
げ

る
整

備
を

し
て

欲
し

い
。

7
0

代
男

性

幼
い

子
供

達
が

好
き

な
水

遊
び

が
出

来
る

場
所

が
何

箇
所

か
あ

っ
た

ら
助

か
り

ま
す

。
7

0
代

女
性

他
県

に
誇

れ
る

よ
う

な
川

、
施

設
に

し
て

欲
し

い
。

6
0

代
男

性

佐
波

川
周

辺
が

整
備

さ
れ

て
市

民
の

憩
い

の
場

に
な

る
こ

と
を

願
っ

て
い

ま
す

。
5

0
代

男
性

発
展

し
て

い
る

町
は

、
大

き
い

川
が

あ
る

所
が

多
く

、
大

都
市

ほ
ど

川
の

整
備

が
行

き
届

い
て

い
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
防

府
市

も
歴

史
の

あ
る

川
な

の
で

、
こ

れ
か

ら
も

今
以

上
整

備
が

必
要

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

7
0

代
男

性

他
の

市
は

公
園

等
充

実
し

て
い

る
の

で
、

防
府

市
も

佐
波

川
を

利
用

し
た

安
全

な
公

園
を

作
っ

て
欲

し
い

で
す

。
子

供
や

お
年

寄
り

に
と

っ
て

も
楽

し
く

集
う

事
が

で
き

た
ら

い
い

と
思

い
ま

す
。

4
0

代
女

性

整
備

箇
所

の
利

用
状

況
環

境
整

備
に

対
す

る
主

な
意

見
（

H
2

9
.8

月
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

）
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整
備

目
的

：
地

域
住

民
や

子
ど

も
た

ち
が

安
全

に
水

辺
に

親
し

め
る

場
や

河
川

環
境

の
保

全
を

学
習

で
き

る
場

を
創

出
す

る
。

整
備

内
容

：
（

国
）

河
道

整
正

、
高

水
敷

整
正

、
河

川
管

理
用

通
路

整
備

、
法

面
整

正
、

親
水

護
岸

整
備

等

（
市

）
多

目
的

広
場

整
備

、
ト

イ
レ

整
備

、
公

園
整

備
、

通
路

照
明

改
良

等

事
業

進
捗

の
見

込
み

：
新

橋
箇

所
で

は
、

平
成

2
5

年
に

防
府

市
が

申
請

し
た

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
に

基
づ

き
、

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。

更
に

、
下

流
部

で
も

地
域

住
民

か
ら

水
辺

整
備

の
強

い
要

望
が

有
る

た
め

、
計

画
区

域
を

追
加

し
、

地
元

や
関

係
機

関
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

事
業

を
進

め
て

い
く

こ
と

に
し

て
お

り
、

今
後

事
業

進
捗

す
る

上
で

支
障

は
な

い
。

①
【

水
辺

整
備

】
新

橋
箇

所
水

辺
整

備
（

実
施

中
）

新
橋

箇
所

新
橋

箇
所

水
辺

整
備

の
位

置

４
.
個
別
事
業
の
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み
（
①

新
橋
箇
所
水
辺
整
備
）
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①
堀

箇
所

は
山

口
市

徳
地

の
中

心
部

に
位

置
し

佐
波

川
と

島
地

川
に

接
し

て
い

る
。

堤
防

上
の

自
転

車
道

で
は

サ
イ

ク
リ

ン
グ

や
散

策
等

多
く

の
市

民

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

夏
期

に
は

イ
ベ

ン
ト

「
と

く
ぢ

夏
祭

り
と

花
火

大
会

」
が

開
催

さ
れ

て
お

り
多

く
の

来
訪

者
が

あ
る

ほ
か

、
周

辺
の

小
・

中
学

校
が

水
生

生
物

調
査

に
よ

り
利

用
さ

れ
た

実
績

も
あ

り
、

今
後

も
地

域
住

民
の

方
や

子
供

た
ち

の
利

用
が

期
待

で
き

る
箇

所
で

も
あ

る
。

②
一

方
、

護
岸

が
急

勾
配

で
あ

る
こ

と
と

階
段

等
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
安

全
に

水
辺

に
近

づ
く

こ
と

が
で

き
な

い
箇

所
が

あ
り

、
地

元
か

ら

環
境

整
備

に
対

す
る

意
見

が
寄

せ
ら

れ
て

い
る

。

③
こ

れ
ら

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

て
階

段
、

親
水

護
岸

等
を

整
備

す
る

こ
と

で
、

住
民

や
子

ど
も

た
ち

が
環

境
学

習
や

川
遊

び
、

イ
ベ

ン
ト

等
で

安
全

に
利

用

で
き

る
よ

う
に

な
る

他
、

利
用

者
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

。

４
.
個
別
事
業
の
必
要
性
（
②
堀
箇
所
水
辺
整
備
）

①
整

備
箇

所
周

辺
状

況
②

環
境

整
備

に
対

す
る

主
な

意
見

（
H

2
9

.8
月

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
）

②
【

水
辺

整
備

】
堀

箇
所

水
辺

整
備

（
計

画
中

）

佐
波

川

島
地

川

徳
地

中
学

校 中
央

小
学

校

防
府

高
等

学
校

佐
波

分
校

山
口

市
役

所
徳

地
総

合
支

所

堀
保

育
園

②
整

備
予

定
箇

所
の

状
況

護
岸

が
急

勾
配

こ
の

事
業

が
実

現
し

、
大

人
も

子
供

も
利

用
で

き
、

ふ
れ

あ
い

の
場

と
し

て
維

持
で

き
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
3

0
代

女
性

徳
地

は
山

と
水

の
町

な
の

で
未

来
を

考
え

て
実

現
し

て
ほ

し
い

。
河

川
の

プ
ー

ル
や

公
園

も
考

え
て

も
ら

い
た

い
。

4
0

代
男

性

ず
っ

と
水

辺
に

近
付

け
る

場
所

が
な

く
残

念
に

思
っ

て
い

ま
し

た
。

徳
地

が
良

い
環

境
に

な
り

住
み

や
す

く
な

り
活

性
化

す
る

た
め

に
も

水
辺

の
整

備
事

業
を

今
後

も
宜

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
楽

し
み

に
し

て
い

ま
す

。
4

0
代

女
性

子
供

の
頃

は
当

た
り

前
の

よ
う

に
川

で
遊

ん
で

い
ま

し
た

。
未

来
の

子
供

達
も

川
で

遊
べ

る
よ

う
な

環
境

で
あ

っ
て

ほ
し

い
。

5
0

代
女

性

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド

整
備

箇
所

③
整

備
後

の
利

用
イ

メ
ー

ジ
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４
.
個
別
事
業
の
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み
（
②

堀
箇
所
水
辺
整
備
）

整
備

目
的

：
地

域
住

民
や

子
ど

も
た

ち
が

安
全

に
水

辺
に

親
し

め
る

場
や

河
川

環
境

の
保

全
を

学
習

す
る

場
を

創
出

す
る

。

整
備

内
容

：
親

水
護

岸
整

備
、

坂
路

整
備

、
階

段
整

備
、

高
水

敷
整

正

事
業

進
捗

の
見

込
み

：
地

域
の

河
川

利
用

に
資

す
る

水
辺

整
備

の
要

望
は

強
く

、
関

係
機

関
や

住
民

等
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

、
協

力
体

制
を

確
立

し
事

業
を

実
施

し
て

い
く

予
定

で
あ

り
、

今
後

事
業

進
捗

す
る

上
で

支
障

は
な

い
。

②
【

水
辺

整
備

】
堀

箇
所

水
辺

整
備

（
計

画
中

）

堀
箇

所
水

辺
整

備
の

位
置

堀
箇

所
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①
佐

波
川

に
設

置
さ

れ
た

堰
に

は
河

道
と

の
段

差
が

大
き

い
な

ど
、

回
遊

魚
等

の
移

動
に

支
障

が
生

じ
て

い
る

箇
所

も
あ

り
、

魚
類

等
の

良
好

な
生

息
環

境
の

保
全

が
望

ま
れ

て
い

る
。

②
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

等
で

、
ア

ユ
や

ハ
ゼ

科
の

魚
類

な
ど

、
川

と
海

を
回

遊
す

る
種

（
回

遊
魚

）
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

③
中

で
も

、
佐

波
川

の
ア

ユ
は

日
本

三
大

天
神

の
防

府
天

満
宮

に
お

い
て

も
ア

ユ
に

ま
つ

わ
る

神
事

（
金

鮎
祭

※
）

が
あ

る
よ

う
に

、
歴

史
が

あ
り

、
地

域
と

の
関

わ
り

も
深

い
も

の
が

あ
る

。
現

在
で

も
ア

ユ
釣

り
の

イ
ベ

ン
ト

が
毎

年
複

数
回

開
催

さ
れ

県
内

外
か

ら
釣

り
人

が
来

訪
す

る
他

、
幼

稚
園

児
に

よ
る

稚
魚

の
放

流
等

が
毎

年
行

わ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
魚

類
等

の
遡

上
環

境
の

改
善

に
対

す
る

住
民

か
ら

の
意

見
も

寄
せ

ら
れ

て
い

る
。

４
.
個
別
事
業
の
必
要
性
（
③
佐
波
川
自
然
再
生
）

②
佐

波
川

で
確

認
さ

れ
て

い
る

回
遊

魚
の

例

ア
ユ

ウ
グ

イ
ト

ウ
ヨ

シ
ノ

ボ
リ

ヌ
マ

チ
チ

ブ

③
地

域
と

の
関

わ
り

が
深

い
佐

波
川

の
ア

ユ

水
の

流
れ

が
集

中
し

魚
道

内
の

流
速

が
速

い
。

ま
た

、
流

量
が

増
え

る
と

魚
道

の
横

か
ら

水
が

溢
れ

落
ち

る
。

①
改

善
が

必
要

な
箇

所
の

例
（

佐
波

川
）

魚
道

と
河

道
と

の
段

差
が

大
き

い

【
課

題
】

・
河

道
と

の
段

差
が

大
き

い
箇

所
、

魚
道

内
の

流
速

が
速

い
箇

所
、

魚
道

の
横

か
ら

水
が

溢
れ

落
ち

て
い

る
箇

所
が

あ
り

、
回

遊
魚

等
の

遡
上

が
困

難
な

状
況

。
・

魚
道

直
下

流
の

土
砂

堆
積

に
よ

り
、

魚
類

等
が

遡
上

し
に

く
い

状
況

に
な

っ
て

い
る

。
拡

大
図

魚
道

直
下

流
に

土
砂

が
堆

積
し

て
い

る 各
堰

の
魚

道
の

勾
配

を
緩

や
か

に
し

て
ほ

し
い

。
7

0
代

男
性

魚
が

住
み

や
す

い
場

所
を

大
切

に
し

た
い

し
、

魚
が

い
る

こ
と

で
水

が
き

れ
い

な
ん

だ
と

安
心

も
で

き
ま

す
。

子
供

を
連

れ
て

魚
を

見
に

行
っ

た
り

し
ま

す
が

、
人

が
住

み
や

す
い

街
づ

く
り

だ
け

で
な

く
、

環
境

や
生

態
系

を
守

る
対

策
は

も
っ

と
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。

3
0

代
女

性

子
供

と
よ

く
遊

び
に

行
っ

て
ま

す
。

現
状

の
魚

の
環

境
を

壊
さ

ず
、

改
善

を
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

4
0

代
男

性

③
環

境
整

備
に

対
す

る
主

な
意

見
（

H
2

9
.8

月
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

）

※
金

鮎
祭

（
き

ん
あ

ゆ
さ

い
）

：
昌

泰
４

年
（

西
暦

９
０

１
年

）
に

菅
原

道
真

公
が

防
府

へ
立

ち
寄

っ
た

際
、

世
話

に
な

っ
た

礼
と

し
て

12
尾

の
「

黄
金

の
鮎

」
を

周
防

国
分

寺
に

お
い

て
国

司
へ

贈
っ

た
と

い
わ

れ
て

い
る

こ
と

に
由

来
す

る
神

事
。

防
府

天
満

宮
と

周
防

国
分

寺
が

神
仏

合
同

で
行

う
も

の
で

、
菅

原
道

真
公

の
没

後
、

毎
年

遺
徳

を
し

の
び

、
産

業
の

発
展

、
鮎

の
豊

漁
と

無
事

故
を

祈
願

す
る

。
（

写
真

：
佐

波
川

漁
協

提
供

）
金

鮎
祭

※
（

防
府

天
満

宮
）

幼
稚

園
児

に
よ

る
ア

ユ
の

放
流
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４
.
個
別
事
業
の
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み
（
③

佐
波
川
自
然
再
生
）

整
備

目
的

：
魚

が
の

ぼ
り

や
す

い
川

づ
く

り
を

目
指

し
、

魚
類

等
の

遡
上

・
降

下
環

境
の

改
善

を
図

る
。

整
備

内
容

：
堰

の
段

差
解

消
等

事
業

進
捗

の
見

込
み

：
地

域
住

民
等

か
ら

、
魚

類
が

回
遊

す
る

環
境

整
備

の
意

見
も

あ
り

、
今

後
事

業
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

③
【

自
然

再
生

】
佐

波
川

自
然

再
生

（
魚

類
等

の
遡

上
環

境
の

改
善

）
（

計
画

中
）

佐
波

川
自

然
再

生
の

位
置

※
山

口
県

が
学

識
経

験
者

等
と

取
り

組
ん

で
き

た
安

価
で

効
果

的
な

魚
道

改
善

の
事

例
等

を
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

ま
と

め
た

も
の

で
、

こ
れ

を
参

考
に

し
た

魚
道

が
山

口
県

内
各

地
で

施
工

さ
れ

て
い

る
。

整
備

前
の

状
況

整
備

後
の

魚
道

の
例
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５
.
費
用
便
益
分
析
結
果
（
総
括
表
）

●
費

用
便

益
比

総
括

表

■
全

体
事

業
（

H
1

8
～

H
4

1
）

【
水

辺
整

備
】

①
新

橋
箇

所
水

辺
整

備
②

堀
箇

所
水

辺
整

備
【

自
然

再
生

】
③

佐
波

川
自

然
再

生
（

魚
類

等
の

遡
上

環
境

の
改

善
）

【
水

環
境

】
④

島
地

川
ダ

ム
貯

水
池

水
質

保
全

金
額

単
位

：
百

万
円

佐
波

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業

・
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

項
目

再
評

価

事
業

全
体

残
事

業

水
環

境
水

辺
整

備
自

然
再

生
水

環
境

水
辺

整
備

自
然

再
生

便
益

（
B

）
6

,9
8

3
2

,6
9

8
4

,0
1

6
2

6
9

2
,5

8
2

－
2

,3
1

3
2

6
9

便
益

6
,8

7
0

2
,5

9
7

4
,0

0
8

2
6

5
2

,5
7

6
－

2
,3

1
1

2
6

5

残
存

価
値

1
1

3
1

0
1

8
4

6
－

2
4

費
用

（
C

）
2

,4
7

9
1

,6
2

8
7

2
1

1
3

0
6

0
7

－
4

7
7

1
3

0

事
業

費
1

,8
2

9
1

,1
2

3
5

8
8

1
1

8
4

6
2

－
3

4
4

1
1

8

維
持

管
理

費
6

5
0

5
0

5
1

3
3

1
2

1
4

5
－

1
3

3
1

2

費
用

便
益

比
2

.8
1

.7
5

.6
2

.1
4

.3
－

4
.8

2
.1

（
B

/
C

）

■
残

事
業

（
H

3
0

～
H

4
1

）
【

水
辺

整
備

】
①

新
橋

箇
所

水
辺

整
備

②
堀

箇
所

水
辺

整
備

【
自

然
再

生
】

③
佐

波
川

自
然

再
生

（
魚

類
等

の
遡

上
環

境
の

改
善

）
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【
参
考
１
】
前
回
評
価
時
と
の
比
較
（
全
体
事
業
）

事
項

時
点

備
考

前
回

評
価

（
平

成
2

8
年

度
再

評
価

）
今

回
評

価
（

平
成

2
9

年
度

再
評

価
）

事
業

諸
元

及
び

事
業

期
間

【
水

辺
整

備
】

①
新

橋
箇

所
水

辺
整

備
：

実
施

中
H

2
5

～
（

国
）

河
道

整
正

、
高

水
敷

整
正

、
河

川
管

理
用

通
路

整
備

、
法

面
整

正
、

親
水

護
岸

整
備

等
（

市
）

多
目

的
広

場
整

備
、

ト
イ

レ
整

備
、

公
園

整
備

等

②
堀

箇
所

水
辺

整
備

：
計

画
中

親
水

護
岸

整
備

、
坂

路
整

備
、

階
段

整
備

、
高

水
敷

整
正

【
水

辺
整

備
】

①
新

橋
箇

所
水

辺
整

備
：

実
施

中
H

2
5

～
（

国
）

河
道

整
正

、
高

水
敷

整
正

、
河

川
管

理
用

通
路

整
備

、
法

面
整

正
、

親
水

護
岸

整
備

等
（

市
）

多
目

的
広

場
整

備
、

ト
イ

レ
整

備
、

公
園

整
備

、
通

路
照

明
改

良
等

②
堀

箇
所

水
辺

整
備

：
計

画
中

親
水

護
岸

整
備

、
坂

路
整

備
、

階
段

整
備

、
高

水
敷

整
正

新
橋

箇
所

水
辺

整
備

（
整

備
区

間
の

追
加

）

【
自

然
再

生
】

③
佐

波
川

自
然

再
生

（
魚

類
等

の
遡

上
環

境
の

改
善

）
：

計
画

中

堰
の

段
差

解
消

等

【
自

然
再

生
】

③
佐

波
川

自
然

再
生

（
魚

類
等

の
遡

上
環

境
の

改
善

）
：

計
画

中

堰
の

段
差

解
消

等

【
水

環
境

】

④
島

地
川

ダ
ム

貯
水

池
水

質
保

全

：
完

了
箇

所
H

1
8

～
H

2
8

【
水

環
境

】

④
島

地
川

ダ
ム

貯
水

池
水

質
保

全

：
完

了
箇

所
H

1
8

～
H

2
8

全
体

事
業

費
約

1
3

.5
億

円
（

消
費

税
含

む
）

約
1

6
.９

億
円

（
消

費
税

含
む

）
新

橋
箇

所
の

整
備

区
間

の
追

加
に

よ
る

事
業

費
増

総
便

益
（

Ｂ
）

約
9

7
.3

億
円

約
6

9
.8

億
円

水
辺

整
備

は
T

C
M

か
ら

C
V

M
に

手
法

を
変

更

総
費

用
（

Ｃ
）

約
2

1
.6

億
円

（
※

1
：

消
費

税
控

除
）

約
2

4
.8

億
円

（
※

1
：

消
費

税
控

除
）

費
用

便
益

比
（

Ｂ
/
Ｃ

）
4

.5
2

.８

※
1

：
平

成
2

8
年

4
月

5
日

事
務

連
絡

「
費

用
便

益
分

析
の

費
用

算
定

に
お

け
る

消
費

税
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

（
通

知
）

」
に

基
づ

き
消

費
税

を
控

除
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【
参
考
２
】

感
度
分
析
（
再
評
価
）

・
参

考
と

し
て

残
事

業
費

、
残

工
期

、
便

益
を

個
別

に
±

1
0

%
変

動
さ

せ
て

、
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
を

算
定

し
、

感
度

分
析

を
行

っ
た

。

＜
Ｂ

／
Ｃ

算
定

ケ
ー

ス
（

基
本

１
ケ

ー
ス

、
感

度
分

析
６

ケ
ー

ス
＞

基
本

残
事

業
費

残
工

期
便

益

+
1

0
%

-
1

0
%

+
1

0
%

-
1

0
%

+
1

0
%

-
1

0
%

全
体

事
業

費
用

便
益

比
(B

/
C

)
2

.８
2

.８
2

.9
2

.８
2

.9
3

.１
2

.６

残
事

業
費

用
便

益
比

(B
/
C

)
4

.3
4

.0
4

.6
4

.２
4

.３
4

.7
3

.8
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【
参
考
３
】

④
島
地
川
ダ
ム
貯
水
池
水
質
保
全
（
完
了
箇
所
）

【
整

備
前

】

【
整

備
後

】

水
質

改
善

施
設

(重
金

属
類

)：
底

層
水

に
高

濃
度

の
酸

素
を

溶
解

さ
せ

、
砒

素
の

溶
出

を
抑

え
る

と
共

に
、

溶
出

し
た

砒
素

を
酸

化
し

沈
降

さ
せ

て
い

る
。

整
備

目
的

：
島

地
川

ダ
ム

貯
水

池
の

水
質

改
善

課
題

と
現

状
：

平
成

２
年

度
か

ら
夏

季
を

中
心

に
「

ア
オ

コ
」

が
発

生
し

、
景

観
障

害
を

起
こ

し
て

い
た

が
、

表
層

水
を

底
層

に
移

送
し

ア
オ

コ
の

増
殖

を
抑

制
し

て
い

る
。

ま
た

、
平

成
５

年
度

か
ら

底
層

で
重

金
属

類
が

高
い

数
値

で
検

出
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
特

に
砒

素
は

環
境

基
準

値
を

超
え

て
い

た
が

、
吸

着
剤

に
よ

り
底

層
水

に
高

濃
度

の
酸

素
を

溶
解

さ
せ

砒
素

の
溶

出
を

抑
え

て
い

る
。

整
備

内
容

：
ア

オ
コ

対
策

施
設

整
備

(1
基

)、
水

質
自

動
観

測
施

設
整

備
(１

基
) 

、
水

質
改

善
施

設
(重

金
属

類
)整

備
(1

基
)

、
管

理
用

発
電

施
設

整
備

(1
基

)

④
【

水
環

境
】

島
地

川
ダ

ム
貯

水
池

水
質

保
全

〔
完

了
箇

所
〕

H
1

8
～

H
2

8

【
課

題
】

・
高

瀬
湖

や
下

流
の

高
瀬

峡
は

紅
葉

の
時

期
を

中
心

と
し

た
観

光
ス

ポ
ッ

ト
と

し
て

県
や

旅
行

会
社

等
の

H
P

に
紹

介
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、

平
成

2
年

度
よ

り
ア

オ
コ

に
よ

り
景

観
障

害
が

発
生

。

・
底

層
の

貧
酸

素
化

に
伴

い
重

金
属

類
が

溶
出

。
砒

素
、

鉄
、

マ
ン

ガ
ン

が
高

い
数

値
で

検
出

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
の

中
で

も
砒

素
は

環

境
基

準
値

(0
.0

1
m

g
/
L
)を

超
過

し
て

い
た

。
ダ

ム
か

ら
の

放
流

水
は

、

下
流

地
域

の
水

道
用

水
に

使
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

健
康

上
の

被
害

が

懸
念

さ
れ

る
。

ア
オ

コ
対

策
施

設

ア
オ

コ
の

発
生

平
成
2
0
年
9
月

表
層

水
を

底
層

へ
移

送

下
層

で
放

流

ア
オ

コ
対

策
施

設
：

温
か

い
表

層
水

を
底

層
に

移
送

し
、

植
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

を
光

合
成

が
生

じ
に

く
い

底
層

に
移

送
し

て
ア

オ
コ

の
増

殖
を

抑
制

し
て

い
る

。

島
地

川
ダ

ム
（

高
瀬

湖
）

ア
オ

コ
が

発
生

し
や

す
い

箇
所

平
成
2
0
年
9
月

水
質

改
善

施
設

（
重

金
属

類
）

ア
オ

コ
対

策
施

設
水

質
自

動
観

測
施

設

ダ
ム

堤
体

底
層
水
原

水
酸

素
が

溶
け

込
ん

だ
水

吸
着

剤
（

ゼ
オ

ラ
イ

ト
）

に
よ

り
大

気
中

の
窒

素
を

吸
着

し
、

酸
素

濃
度

9
0

％
以

上
貯

水
池

底
層

へ
供

給

底
層

水
に

高
圧

下
で

酸
素

を
溶

解
さ

せ
、

酸
素

水
を

吐
き

出
す

環
境
基
準
：

0
.0
1
mg
/
L

取
水
範
囲

平
均

砒
素

濃
度

単
位
：
mg
/L

0
～

0
.
00
1

0
.
00

1～
0
.0

05

0
.
00

5～
0
.0

1

0
.
01
～

0
.
05

0
.
05

～

2
9
0

2
8
0

2
7
0

2
6
0

2
5
0

2
4
0

2
3
0

2
2
0

標
高

(m
)

M
0

M
1

M
2

M
3

M
4

M
5

M
6

M
7

M
8

M
9

M
1
0

M
1
1

M
1
2

M
1
3

選
択
取
水
の

最
低
取
水
深

水
質

改
善

施
設

稼
働
範
囲

吸
着

塔

酸
素

ガ
ス

窒
素

ガ
ス

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

空
気

酸
素

ひ
そ

水
質

改
善

施
設

（
重

金
属

類
）

ア
オ

コ
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【
参
考
４
】

費
用
対
効
果
分
析
(
算
定
方
法
)

●
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
算

定
の

流
れ

C
V

M
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

）

総
便

益
【

B
】

調
査

範
囲

の
設

定
（

事
前

調
査

結
果

）

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

定

総
事

業
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

B
/
C

】
の

算
定

総
費

用
【

C
】

③
佐

波
川

自
然

再
生

（
魚

類
等

の
遡

上
環

境
の

改
善

）

過
去

の
調

査
を

活
用

①
新

橋
箇

所
水

辺
整

備
②

堀
箇

所
水

辺
整

備

今
回

調
査

①
新

橋
箇

所
水

辺
整

備
②

堀
箇

所
水

辺
整

備
③

佐
波

川
自

然
再

生
（

魚
類

等
の

遡
上

環
境

の
改

善
）

今
回

調
査
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【
参
考
４
】

費
用
対
効
果
分
析
（
①
新
橋
箇
所
水
辺
整
備
）

●
C

V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

新
橋

箇
所

水
辺

整
備

目
標

回
答

数
3

8
1

配
布

数
2

,0
0

0

回
収

数
8

9
4

回
収

率
4

4
.7

%

有
効

回
答

数
4

5
7

有
効

回
答

率
5

1
.1

%

【
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
・

有
効

回
答

率
】

【
支

払
意

思
額

】

今
回

評
価

(H
2

9
)

支
払

意
思

額
3

4
9

円
/
月

/
世

帯
数

受
益

世
帯

数
4

9
,6

0
9

世
帯

(H
2

7
国

勢
調

査
)

年
便

益
2

0
7

.8
百

万
円

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）
・

【
水

辺
整

備
】

新
橋

箇
所

水
辺

整
備

支
払

意
思

額
（

W
T

P
）

＝
3

4
9

円
/
月

/
世

帯
、

受
益

世
帯

数
＝

4
9

,6
0

9
世

帯
年

便
益

＝
2

0
7

.8
百

万
円

（
＝

3
4

9
円

/
月

/
世

帯
×

１
２

ヶ
月

×
4

9
,6

0
9

世
帯

）

【
水

辺
整

備
】
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佐波川総合水系環境整備事業

〔山口県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

佐波川直轄河川改修事業 継続

佐波川総合水系環境整備事業 継続

小瀬川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年１１月２０日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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